
1 ２ 月 定 例 教 育 委 員 会  会 議 録 

 

 

１  開 催 日  令和３年 12月９日（木） 

 

２  開 催 場 所  国際交流センター ２階 201号室 

 

３  出席した委員  小南教育長、廣岡委員、播委員、坂元委員、土屋委員 

 

４  出席した職員  織田教育総務部長、神吉教育指導部長、 

稲岡教育総務部次長、杉本教育指導部次長、 

    桐山教育指導部学校教育担当参事、 

    岸田教育総務課長、小川学務課長、梅野社会教育課長、 

尾崎学校教育課長、今津青少年育成課長、 

加藤教育研究所長、中川教育総務課副課長、 

岡本教育総務課管理調整係長  
５  傍   聴   者  １人 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後２時 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      播委員に決定 

 

○  11月定例教育委員会の会議録報告承認のこと 

     （事務局から会議録朗読報告） 

承 認 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

   専決報告３「市内中学校における事案について」、専決報告４「市内小学校における事案

について」は非公開とし、他は公開することに決定 



（専決報告） 

１  加古川市社会教育推進員の解嘱及び委嘱について  

（教育指導部次長から説明） 

承  認 
 

      委    員  ： 社会教育推進員は、公民館エリアごとに委嘱しているのか。 

 

   事 務 局 ： 各公民館の区域で活動いただいているが、推薦は町内会単位で行われてい

る。 

 

２  加古川市少年補導委員の解嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

承  認 
 

      委    員  ： 後任者の委嘱予定はあるのか。 

 

   事 務 局 ： 現在、後任者の推薦を依頼しているが、任期が令和３年度末となっている

ことから調整が難航している。  
３ 市内中学校における事案について 

（議事を非公開とする） 

 

４ 市内小学校における事案について 

  （議事を非公開とする） 
 

（協議事項） 

１ 令和３年度 12月補正予算に係る意見について 

（教育総務部次長から説明） 

原案可決 

 

      委    員  ： ＩＴ機器を活用することで、身体障がいのある児童・生徒の教育環境が非

常に向上するので、積極的に導入してもらいたい。   また、給食用物資の債務負担行為について、食材等の高騰があり費用が増

加した場合、補正予算で対応するのか。 

 

   事 務 局 ： 今回の債務負担行為は、年間を通して購入する牛乳や米、調味料等を対象

としており、その食材については、価格の変動を考慮した積算をしており、

予算内に収まると考えている。 

 

２ 令和４年度全国学力・学習状況調査への参加について 

（教育指導部参事から説明） 
原案可決 



      委    員  ： 令和３年度の調査と異なる点を教えてもらいたい。 

 

      事 務 局  ： 学力調査については、理科が追加された。学習状況調査については、令和

３年度から変更点はない。 

 

   委    員 ： 実施科目は、全国で統一されているのか。 

 

      事 務 局  ： その通りである。 

 

   委    員 ： 過去に、学力調査の結果を学校別に公表したことはあるのか。 

 

   事 務 局  ： 公表をしたことはない。 

 

   委    員 ： 令和４年度の学力調査において、実施科目に理科が追加された理由を教え

てもらいたい。 

 

   事 務 局  ： 理科は３年に１回の実施となっており、令和４年が対象となっているため

である。 

 

      教 育 長  ： 今年度と同様に学力・学習状況調査の関連性をリーフレットにまとめ、保

護者等に周知する予定である。 

 

   委    員  ： 本人や保護者に対して、学力調査の個人成績を返却するのか。 

 

      事 務 局  ： 返却予定である。 

 

   委    員  ： 学習状況調査についても学力調査の成績と同様に返却するのか。 

 

   事 務 局  ： 同様に返却予定である。 

 

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

１月６日（木）午後２時から開催することに決定 

 

○  教育長諸報告 

 （１）令和３年第６回市議会（定例会）における一般質問について 

  12 月１日（水）、12 月２日（木）、12 月３日（金）に一般質問があり、教育委員会関

係では、立花俊治議員から、大項目「新型コロナ感染症の影響と生活困窮者への給付制

度について」のうち「コロナ禍においてかつて見えていなかった問題が顕在化している

ことについて」、岸本建樹議員から、大項目「新型コロナウイルス感染拡大防止対策と

経済支援について」のうち「市民への経済支援について」、岡田妙子議員から、大項目

「医療的ケア児者の支援について」のうち「医療的ケア児の保育・教育体制について」、

大項目「インクルーシブ教育の充実について」のうち「ＨＳＣ、ＯＤについて」「教員



の研修について」「スクールアシスタントについて」、柘植厚人議員から、大項目「市立

小中学校教員の過重労働について」のうち「教員の過重労働の実態及び原因について」

「過重労働の是正について」、小林直樹議員から、大項目「登下校時における児童生徒

の安全確保について」のうち「小学校通学路における安全確保について」「中学校通学

路における安全確保について」「加古川市通学路交通安全プログラムの充実について」、

西村雅文議員から、大項目「北朝鮮による日本人の拉致事件に関する本市の取組につい

て」のうち「市内施設でのポスター掲示、アニメ「めぐみ」等の啓発ビデオの上映につ

いて」「「拉致事件」についての記述が少ない教科書での教育について」の質問があった。 

 

 （２）令和４年第１回市議会（定例会）日程（案）について 

２月 22日（火）から３月 24日（木）に開催される。 

 

○  教育委員諸報告 

〔播委員から〕 

   （１）新型コロナウイルス感染症ワクチンの接種について 

       加古川市、稲美町、播磨町の新型コロナウイルス感染症ワクチンの接種率の情報

提供を行う。 

  １市２町のデータを比較すると高齢者の接種率は同程度であるが、若年層におい

ては接種率に差がある。また、ワクチン接種と心筋炎の関連性について、確率は低

いもののモデルナ製ワクチンを接種した 10～20代の男性に比較的多く心筋炎が発

生しているというデータがある。 

  また、新型コロナウイルス感染症の管理マニュアルが改訂され、同居の家族に感

染の疑いがある場合に、出勤や出席を控えるように求められていたが、感染状況に

よってその限りでないと変更された。 

        

〔坂元委員から〕 

   （１）市町村教育委員会協議会オンライン大会について 

 11月 18日（木）に、市町村教育委員会オンライン協議会が開催され、鎌倉女子

大学の伊藤大郎准教授から「インクルーシブ時代の学校教育」をテーマに講演があ

った。道徳教育を通して、多様な認知や見え方の違いを学習することが大切である

と感じた。また、グループワークにおいては、「児童・生徒一人ひとりを大切にす

るインクルーシブ教育環境の実現について」をテーマに、児童・生徒の個性に合わ

せた特別支援教育の重要性について話し合った。 

 

    教 育 長  ： 教育現場において、インクルーシブ教育や多様性を認めていくことは重

要であり、児童・生徒をしっかりと見守るためには、スタッフの確保が

課題であると認識している。 

 

○ 教育総務部長諸報告 

（１）令和４年度市立幼稚園の入園申込状況について 

    市立幼稚園における令和４年度入園申込の現在の状況を報告する。 

 



       委    員  ： ５歳児の人数が大幅に減少している理由を教えてもらいたい。また、３

歳児に待機児童がいるのに対して、４・５歳児に余裕がある理由を教え

てもらいたい。 

 

    事 務 局  ： ５歳児の減少について、平成 27年度に子ども・子育て支援新制度が開

始され認定こども園の整備が開始されたことや、令和元年度に幼児教育・

保育料の無償化が行われたことにより保護者のニーズが大きく変化した

ことによる。４歳児については、令和２年度から３歳児の受入れを開始し

たことで微減となっている。３歳児の定員については、４・５歳児の定員

が 35人に対し、３歳児は 20人であるため、申し込みが超過している。 

 

       教 育 長  ： 今後、３歳児の定員超過の解消に向けて取り組んでいきたい。また、今

後の園児数の推移について確認したい。 

 

    事 務 局  ： 現在、３歳児の受入れを始めたことにより、今後、４・５歳児の減少率

がこれまでよりは下がると考えている。 

 

    委    員  ： 就学前の児童数の推移について、教えてもらいたい。 

 

    事 務 局  ： 全体的には減少傾向である。また、保育料の無償化によって、保育園へ

の入園者数が増加した結果、幼稚園への入園者数が減少している。 

 

    委    員  ： 幼稚園に園区はあるのか。 

 

    事 務 局  ： 概ね小学校の校区と同じ園区が設定されている。両荘地区に関しては、

両荘幼稚園の閉園に伴い保護者が選択した幼稚園に通うこととなってい

る。 

 

    委    員  ： 保護者の仕事の都合等で、通園する幼稚園を変更することは可能である

のか。 

 

    事 務 局  ： 現在、住んでいる地域の幼稚園に通うことになっているが、今後、他市

の事例を調査研究の上、今後の園区をどのようにしていくかを検討してい

く必要があると考えている。 

 

以上、１件について報告 

 

○ 教育指導部長諸報告 

（１）令和４年加古川市成人式について 

成人式記念式典を１月 10日（月）に開催する。 

 

 



（２）令和３年度３学期・令和４年度幼小中養護学校儀式日程について 

  令和３年度３学期並びに令和４年度幼小中養護学校の儀式日程について報告する。 

 

（３）令和４年度夏季休業日の短縮における試行期間の延長について 

  夏季休業日の短縮における試行期間を１年のばし、令和４年度まで試行期間とする

ことを報告する。 

 

        委    員  ： 新型コロナウイルス感染状況に関わらず、夏季休業日の短縮を実施する

のか。 

 

        事 務 局  ： 令和４年度の夏季休業日の短縮については、教員が子どもと向き合う時

間や授業時数を確保することを目的に実施するものである。 

 

（４）令和３年度第２回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催の報告について 

  10月 13日（水）にウェビナー形式で開催した第２回加古川市いじめ防止対策評価検

証委員会について報告する。 

 

以上、４件について報告 

 

○ 閉 会   午後３時 30分 


